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市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
市
政
の
発
展
を
目
的
に

平
成
７
年
度
か
ら
「
市
政
モ
ニ

タ
ー
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

こ
の
制
度
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
、
市
政
の
進
め
方
な
ど
に

つ
い
て
、
「
ど
の
よ
う
に
考
え
、

何
を
求
め
て
い
る
の
か
」
を
具

体
的
に
お
聴
き
し
、
市
政
に
反

映
さ
せ
る
も
の
で
す
。

ゞ
今
回
、
第
２
期
市
政
モ
ニ
タ

ー
ｌ
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

｜
〃
あ
な
た
の
声
″
を
ぜ
ひ
、

市
政
に
反
映
し
て
み
て
は
い
か

阪神槻喧大冨鍵から昌軍

忘れこい宝せんか地冒の愉さ

4
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

あ
な
た
の

あ

が
で
す
か
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員
釦
名

▼
任
期
、
月
１
日
か
ら
平
成
ｎ

年
９
月
釦
日
ま
で
の
２
年
間

▼
主
な
内
容
①
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
回
答
②
市
政
全
般
に
関
す
る

提
言
（
随
時
）
③
モ
ニ
タ
ー
会

議
へ
の
参
加
（
年
１
回
）

▼
謝
礼
年
間
１
万
８
０
０
０
円

▼
応
募
資
格
市
内
に
３
年
以
上

居
住
し
、
平
成
９
年
、
月
１
日
か

ら
同
ｎ
年
９
月
即
日
ま
で
の
任
期

中
、
引
き
続
き
お
住
ま
い
に
な
る

予
定
の
満
加
歳
以
上
の
方
（
た
だ

日
時
…
９
月
１
日
（
月
）
午
前
８
時
刈
分

場
所
：
・
我
孫
子
北
部
・
南
部
地
域

｜

偽’ 総
谷
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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ｌ
ｌ
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ｌ
ｌ
ｌ
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（
一
）し

、
公
務
員
、
市
の
設
壷
し
て

い
る
各
種
審
議
会
委
員
、
市
政

モ
ニ
タ
ー
経
験
者
を
除
く
）

▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ

ふ
り
が
む

く
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

城
業
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電

話
番
号
、
市
内
居
住
年
数
、

「
市
政
モ
ニ
タ
ー
希
望
」
を
明

記
し
、
９
月
５
日
（
金
・
必
着
）

ま
で
に
我
孫
子
１
８
５
８
市
役

所
広
報
広
聴
課
広
聴
係
云
（
顕
）

１
１
１
１
へ

※
地
域
・
年
齢
・
性
別
等
を
考

慮
し
て
選
考
。
結
果
は
、
後
日

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。
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鐸マテ

昨年の防災訓練(婦人防火クラブによる初期消火訓練）

一
一
慣
窄
蘂
奉
睦

市
で
は
、
防
災
意
識
の
高
揚
と

災
害
時
の
初
期
対
応
を
、
よ
り
有

効
で
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、

総
合
防
災
訓
練
を
「
防
災
の
日
」

の
９
月
１
日
（
月
）
に
実
施
し
ま
す
。

今
年
は
、
平
成
７
年
１
月
の

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
を
教
訓

と
し
て
策
定
し
た
「
大
規
模
震
災

初
動
体
制
計
画
」
で
定
め
る
市
内

６
地
域
対
策
支
部
の
う
ち
、
我
孫

子
北
部
、
我
孫
子
南
部
の
２
つ
の

地
域
支
部
管
内
に
４
カ
所
の
訓
練

会
場
を
設
け
、
地
域
対
策
支
部
と

地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
訓
練

を
行
い
ま
す
。

訓
練
は
、
９
月
１
日
午
前
８
時

鋤
分
に
震
度
７
の
都
市
直
下
型
地

謹
が
発
生
し
、
同
地
域
が
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
こ
と
を
想
定
し
て

「
発
災
対
応
型
訓
練
」
を
実
施
。

管
内
各
自
治
会
、
防
災
関
係
機
関
、

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力

を
得
て
、
初
期
消
火
、
避
難
、
情

報
収
集
・
伝
達
、
避
難
所
設
営
、

応
急
給
水
・
炊
き
出
し
、
救
謹
な

ど
の
訓
練
の
ほ
か
、
各
地
域
支
部

と
対
策
本
部
間
の
情
報
収
集
・
伝

達
や
関
係
機
関
へ
の
応
援
要
請
訓

練
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
地
謹
で
消
火
栓
が
使
用

不
能
と
の
想
定
に
よ
り
、
手
黄
沼

か
ら
我
孫
子
第
四
小
学
校
ま
で
の

７
０
０
脚
を
送
水
す
る
中
継
送
水

市
で
は
、
総
合
防
災
訓
練
を
「
防
災
の
日
」
の
９
月
１
日

（
月
）
に
実
施
し
ま
す
。
訓
練
は
『
大
規
模
霊
災
初
動
体
制
計

画
」
で
定
め
る
６
地
域
支
部
の
う
ち
、
我
孫
子
北
部
・
南
部

の
２
つ
の
地
域
で
実
施
し
ま
す
。
地
涯
は
い
つ
起
き
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
一
つ
時
に
備
え
、
こ
の
訓
練
に
積
極

的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
Ⅱ
地
域
振
興
防
災
課
Ⅱ

消
火
訓
練
や
、
救
助
工
作
車
な
ど

に
よ
る
多
重
交
通
事
故
か
ら
の
救

出
救
謹
訓
練
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
防
災
意
識
を
高

め
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
獄
極
的
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

な
お
当
日
は
、
訓
練
地
域
に
限

定
し
た
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
避

難
訓
練
の
放
送
や
、
海
上
自
衛
隊

の
偵
察
機
に
よ
る
被
害
状
況
の
把

握
、
消
防
車
両
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

す
い
め
い

関
係
車
両
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
が
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
９
月
１
日
（
月
）
午
前
８

時
釦
分
か
ら
正
午
（
雨
天
の
場
合

は
、
情
報
収
集
・
伝
達
訓
練
以
外

は
中
止
し
ま
す
）

▼
場
所
。
訓
練
内
容

〈
災
害
対
策
本
部
。
地
域
支
部
〉

＊
市
役
所
、
都
市
改
造
寧
務
所
・

市
民
プ
ラ
ザ
・
・
・
災
害
対
策
本
部
・

地
域
対
策
支
部
の
設
置
及
び
情
報

収
集
・
伝
達

〈
我
孫
子
南
部
地
域
支
部
管
内
〉

＊
手
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場
。
我

孫
子
第
四
小
学
校
・
・
・
避
難
所
開
設
、

仮
設
ト
イ
レ
設
置
、
救
謹
、
応
急

給
水
・
炊
き
出
し
、
手
賀
沼
公
園

の
み
：
初
期
消
火
、
多
重
事
故
救

出
救
謹
、
煙
体
験
、
野
外
給
食
、

第
四
小
の
み
：
・
中
継
送
水
消
火

〈
我
孫
子
北
部
地
域
支
部
管
内
〉

＊
根
戸
小
学
校
。
並
木
小
学
校
…

避
難
所
開
設
、
仮
設
ト
イ
レ
設
壷
、

救
繊
『
応
急
給
水
・
炊
き
出
し
、

中
継
送
水
消
火
、
根
戸
小
の
み
：

初
期
消
火

〈
区
域
全
域
・
会
場
周
辺
〉
各

自
治
会
・
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

避
難
誘
導
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
睡

気
・
ガ
ス
・
電
話
・
水
道
）
に
関

す
る
情
報
の
伝
達
・
広
報
、
海
上

自
衛
隊
に
よ
る
上
空
か
ら
の
被
害

状
況
把
握
な
ど

▼
参
加
機
関
陸
上
・
海
上
自
衛

隊
、
我
孫
子
警
察
、
東
京
電
力
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
我
孫
子
ガ
ス
、
市
医
師

会
、
市
消
防
署
・
消
防
団
、
市
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
、
市
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
市
水
道
局
、
根
戸
小
学

校
、
我
孫
子
第
四
小
学
校
、
並
木

小
学
校
、
区
域
内
自
治
会

一
舶
窒

い
つ
、
ど
ん
な
時
、
地
震
が
起

き
て
も
、
家
族
全
員
が
適
切
に
対

処
で
き
る
よ
う
、
普
段
か
ら
家
庭

で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
具
体
的

に
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま
し
ょ
う

「
家
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人

を
近
所
の
人
た
ち
が
救
出
し
た
」

「
み
ん
な
で
バ
ケ
ヅ
リ
レ
ー
を

し
て
延
焼
を
食
い
止
め
た
」
な

ど
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は

地
域
ぐ
る
み
の
救
助
活
動
が
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
た
と
話
題

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
災
害
時
は
、

一
人
ひ
と
り
で
行
動
す
る
よ
り

も
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
協
力
し

て
救
助
活
動
に
当
た
る
こ
と
が

助
成
内
容
を
さ
ら
に
拡
充

効
果
的
で
す
。

現
在
、
市
内
に
は
、
死
の
自
主

防
災
組
織
が
あ
り
、
日
頃
か
ら
災

害
に
術
え
た
防
災
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
さ
ら
に
災
害
時
の
避

難
、
救
謹
、
初
期
消
火
等
の
防
災

体
制
を
整
え
た
防
災
組
織
を
、
各

自
治
会
に
結
成
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
今
年
度
「
麦
器
材
交
付
要

綱
」
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

改
正
内
容
は
、
従
来
の
防
災
黄

＊
家
の
中
の
安
全
な
場
所
の
確
保

＊
非
常
用
持
ち
出
し
品
の
準
備
と

定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク

＊
消
火
器
の
使
い
方
や
設
鍾
場
所

の
確
認

＊
避
難
場
所
、
避
難
路
の
確
認

＊
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た

時
の
連
絡
方
法
や
集
合
場
所
の
確

刀
心
言
哩＊
食
樋
、
飲
料
水
な
ど
の
備
蓄

防災訓練地域。会場案内図
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

利根川
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1､会期
器
材
（
釦
万
円
相
当
）
交
付
事

業
に
併
せ
、
新
た
に
自
主
防
災

組
織
が
行
う
防
災
訓
練
へ
の
助

成
金
交
付
や
、
防
災
資
器
材
保

管
倉
庫
用
地
の
借
地
料
の
助
成

も
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
「
自
主

防
災
組
織
の
結
成
」
に
つ
い
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
で
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
問
い
合
わ
せ
地
域
振
興
防

災
課
防
災
係
垂
（
記
）
１
１
１
１

＊
家
具
等
の
転
倒
・
落
下
物
防
止

＊
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
病
人
な

ど
の
保
謹
の
方
法

ま
た
日
頃
か
ら
、
繊
極
的
に
地

域
活
動
に
参
加
し
、
地
域
の
人
た

ち
と
の
友
好
を
深
め
て
お
く
こ
と

も
、
万
一
の
場
合
心
強
い
仲
間
を

得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
地
域
振
興
防
災

課
防
災
係
壷
（
妬
）
１
１
１
１
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’
医
療
保
険
制
度
の
安
定
し
た
運

営
を
確
保
す
る
た
め
、
健
康
保
険

法
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
９
月

１
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
健
康
保
険

法
適
用
の
被
保
険
者
本
人
が
医
療

機
関
に
支
払
う
一
部
負
担
金
が
、

現
行
の
１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
ほ
か
、
老
人
保
健
制
度

で
は
外
来
・
入
院
時
に
支
払
う
一

部
負
担
金
が
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
新
た
に
、
外
来
の
薬
剤
負

担
金
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
ん
な
と

き
に
病
気
や
ケ
ガ
を
す
る
か
予
測

で
き
ま
せ
ん
。

健
康
保
険
制
度
は
、
こ
う
し
た

場
合
に
備
え
て
、
日
頃
か
ら
保
険

料
を
出
し
合
っ
て
運
営
き
れ
る
制

度
で
す
。
こ
の
保
険
制
度
が
、
現

在
、
崩
壊
し
か
ね
な
い
危
機
的
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

我
孫
子
市
も
例
外
で
は
な
く
、

年
々
増
加
す
る
医
療
費
や
老
人
保

健
制
度
へ
の
拠
出
金
の
埴
大
な
ど

大
変
苦
し
い
状
況
で
す
。

今
回
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部

改
正
は
、
医
療
保
険
制
度
の
総
合

的
な
改
革
を
進
め
る
第
一
段
階
と

し
て
、
現
在
の
危
機
的
な
医
療
保

険
財
政
を
立
て
直
す
た
め
、
一
部

負
担
金
や
保
険
料
の
引
き
上
げ
な

ど
を
行
う
も
の
で
す
。

外
来
時
の
薬
剤
費
が

一
部
患
者
負
担
に

医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
て
い

る
方
が
、
外
来
で
薬
剤
を
処
方
し

て
も
ら
っ
た
場
合
、
薬
剤
の
種
類

’ 一
度
が

。
患
者
負

1
’

数
に
応
じ
た
一
部
負
担
金
を
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

６
歳
未
満
の
小
児
と
住
民
税
非
課

税
世
帯
で
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

は
免
除
き
れ
ま
す
。

老
人
保
健
の
一
部

負
担
金
が
変
更
に

加
歳
以
上
（
寝
た
き
り
な
ど
の

方
は
妬
歳
以
上
）
の
方
が
、
外
来

や
入
院
の
時
に
支
払
う
負
担
金
が

変
わ
り
ま
す
。

◎
外
来
一
部
負
担
金
外
来
の
患

者
負
担
が
、
現
行
の
月
１
０
２
０

円
か
ら
外
来
１
回
に
つ
き
５
０
０

円
に
変
わ
り
ま
す
。
同
一
保
険

医
療
機
関
ご
と
に
月
４
回
を
限
度
）

※
外
来
一
部
負
担
金
の
額
は
、
１

日
当
り
医
療
饗
の
伸
び
に
応
じ
て
、

平
成
ｕ
年
度
以
降
２
年
に
１
回
ス

一
↑
一
．
｜
ゞ

担

部
改
Ｔ

一
増
え
ま
す

ラ
イ
ド
す
る
予
定
。

◎
入
院
時
一
部
負
担
金
入
院
費

用
の
負
担
が
、
現
行
の
１
日
当
り

７
１
０
円
か
ら
平
成
９
年
度
１
０

０
０
円
、
、
年
度
１
１
０
０
円
、

ｎ
年
度
１
２
０
０
円
に
変
わ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
で
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
１

日
当
り
５
０
０
円

※
入
院
時
一
部
負
担
金
の
額
は
、

１
日
当
り
医
療
費
の
伸
び
に
応
じ

て
、
平
成
過
年
度
以
降
２
年
に
１

回
ス
ラ
イ
ド
す
る
予
定
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

負
担
が
変
更
に

健
康
保
険
組
合
か
政
府
管
掌
健

康
保
険
に
加
入
す
る
被
保
険
者
本

人
の
一
部
負
担
割
合
が
、
現
行
の

１
割
か
ら
２
割
に
、
政
府
管
掌
健

▼
対
象
市
内
に
住
所
を
有
す
る

如
歳
（
昭
和
翠
年
４
月
１
日
か
ら

詔
年
３
月
型
日
生
ま
れ
）
お
よ
び

即
歳
（
昭
和
翠
年
４
月
１
日
か
ら

詔
年
３
月
誕
日
生
ま
れ
）
に
な
る

方
（
該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
）

た
だ
し
、
現
在
治
療
中
の
方
や
、

国
民
年
金
や
健
康
・
園
芸
な
ど

に
つ
い
て
太
平
洋
を
望
む
保
養

成
人
歯
科
健
康
診
査
を
実
施

イ

定
期
的
に
受
診
さ
れ
て
い
る
方

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
く
う

▼
健
診
内
容
問
診
・
口
腔
内
検

査▼
実
施
期
間
９
月
１
日
（
月
）
か

ら
ｎ
月
釦
日
（
日
）

▼
愛
用
無
料

康
保
険
の
保
険
料
率
が
、
現
行
の

給
与
月
額
の
８
．
２
％
か
ら
８
。

５
％
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。免
除
・
減
額
は

認
定
が
必
要
で
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
老
齢
福

▼医療保険制度改正の主な内容地
で
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
１
班
・
血
月
皿
日
（
火
）

か
ら
西
日
（
水
）
２
班
．
．
、
月
妬

日
（
水
）
か
ら
、
月
逓
日
（
木
）

▼
場
所
国
民
年
金
保
菱
セ
ン
タ

ー
「
そ
と
ぼ
う
」
（
岬
町
）

▼
内
容
年
金
、
健
康
に
つ
い
て

の
相
談
、
趣
味
（
園
芸
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
ｚ
の
講
座
な
ど

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
初
め

て
の
方
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

▼
対
象
。
定
員
加
歳
以
上
の
方
、

各
回
帥
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

祉
年
金
受
給
者
は
、
外
来
薬
剤
一

部
負
担
金
の
免
除
と
入
院
時
一
部

負
担
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
が
、
特

例
を
受
け
る
場
合
は
、
認
定
証
が

必
要
で
す
。

▼
申
請
手
続
き
次
の
も
の
を
用

意
し
、
高
齢
者
福
祉
課
へ
申
請
し

▼
参
加
費
１
人
８
０
０
０
円

（
１
泊
３
食
の
宿
泊
代
を
含
む
、

当
日
会
場
で
徴
収
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
電
話
番
号
、
希
望
の
班
、
趣

味
の
誹
座
（
園
芸
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
Ｚ
の
別
、
生
き
が
い
講
座

希
望
と
明
記
し
、
９
月
１
日
（
月
）

か
ら
聖
日
（
水
・
必
着
）
ま
で
に

〒
２
６
０
１
里
一
葉
市
中
央
区
市

場
町
１
の
１
県
国
民
年
金
課
庶
務

係
生
き
が
い
講
座
事
務
局
壷
０
４

３
（
２
２
３
）
２
３
８
２
へ

▼
受
診
方
法
該
当
者
で
受
診
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
委
託
医
療
機

関
に
直
接
予
約
し
、
同
封
の
「
受

診
券
」
を
必
ず
持
参
し
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

壷
（
師
）
１
１
３
１

て
く
だ
さ
い
。

①
印
鑑
②
被
保
険
者
証
③
健
康
手

帳
④
医
療
受
給
者
証

圏
問
い
合
わ
せ
国
民
健
康
保
険

・
・
・
国
保
年
金
課
壷
（
顕
）
１
１
１
１

内
線
３
２
４
老
人
保
健
…
高
齢

者
福
祉
課
容
内
線
３
１
３

▼川村学園女子大学開放講座日程

|’

、、 平成g年度受講生募集
|’

市民大学開放講座
シ対象市内在住の成人の方

し受講料無料

修申し込み。問い合わせ往復ハガ

キに住所、氏名、年齢、電話番号、

出席希望日、「市民大学開放講座」

を明記し、9月1日（月・消印有効）

までに我孫子1684教育委員会社会教

育課盃(85)1151へ

コミュニケーションを心理学から

学んでみませんか。

川村学園女子大学で「心のメッセ

ージ」をテーマに市民大学開放講座

を行います。皆さんもぜひ、受講し

てみませんか。

惨日時・内容左表参照

惨場所川村学園女子大学
’

〃

いい園景みつけよう
Ⅷ

コンテスト作品募集

小。中学生もどしどし応募を

第
２
回
〃
い
い
風
景
み
つ
け
よ
化
を
感
じ
る
風
景
＊
水
と
ふ

う
″
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
れ
あ
い
の
あ
る
風
景
＊
暮
ら

す
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
自
分
し
や
営
み
の
あ
る
風
景

た
ち
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
に
あ
る
▼
規
格
カ
ラ
ー
４
ツ
切
り
判

〃
い
い
風
景
″
を
見
つ
け
る
こ
と
（
ワ
イ
ド
判
も
可
）

に
よ
り
、
景
観
に
関
心
を
持
っ
て
▼
募
集
期
間
８
月
鵡
日
（
月
）

も
ら
お
う
と
始
め
ら
れ
た
も
の
。
か
ら
、
月
詔
日
（
金
）
ま
で

第
１
回
の
昨
年
は
、
市
内
外
か
▼
応
募
資
格
市
内
外
在
住
を

ら
我
孫
子
の
〃
い
い
風
景
〃
を
と
問
わ
ず
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ら
え
た
作
品
銅
点
の
応
募
が
あ
り
▼
応
募
規
定
①
作
品
は
未
発

ま
し
た
。
表
の
も
の
に
限
り
、
１
人
５
点

手
賓
沼
や
利
根
川
、
近
く
の
ま
で
②
作
品
は
原
則
と
し
て
返

小
道
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
な
ど
、
却
し
ま
せ
ん
③
応
募
票
蔀
市

今
年
も
皆
さ
ん
の
見
つ
け
た
計
画
課
、
各
支
所
行
政
連
絡

〃
い
い
風
景
″
を
ど
し
ど
し
お
所
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
明

寄
せ
く
だ
さ
い
。
高
校
生
や
小
．
記
し
添
付
④
す
べ
て
の
作
品
の

中
学
生
の
作
品
も
お
待
ち
し
て
第
一
使
用
権
は
主
催
者
に
帰
属

い
ま
す
。
し
、
景
観
啓
発
用
の
刊
行
物
等

応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
な
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
の
を
表
彰
し
ま
す
。
番
っ
て
▼
応
募
先
。
問
い
合
わ
せ
〒

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
２
７
０
１
ｍ
我
孫
子
市
我
孫
子

▼
テ
ー
マ
我
孫
子
の
景
観
…
１
８
５
８
市
役
所
都
市
計
画
課

＊
緑
豊
か
な
風
景
＊
歴
史
文
壷
弱
）
１
１
１
１
内
線
５
７
７

医
療
保
険
制

１
９
自
１
日
か
一

尻

力
罎

ｌ
に野腺

窮

一
や
《
。
一
一
琴
娠

ｰ:2閏月虹，

I’

保険制度

政府管掌

健康保険

組合管掌

健康保険

船員保険

共済保険

国民健康

保険

老人保他

現行

本人負担1割

入院1日710円

※住民税非課税世帯で
老齢福祉年金受給者は
2カ月を限度に1日300
円

外来1月1,020円
（同一保険医療機関等
ごとに）

改正後

本人2割

外来薬剤(6歳未満の小児は免除）
･内服薬投薬ごとに

1日分1種類0円

円
円
円
円
円
円
円

０
０
０
０
０
０
０

３
６
０
５
０
５
１き

類
類
上
に
上
に
つ

種
種
以
と
以
と
に

３
５
類
ご
類
類
類
ご
類

一
一
種
薬
種
種
種
薬
種

２
４
６
役
１
２
３
投
１

薬
薬
用
服

外
邸
頓

外来薬剤上記と同じ内容

(6歳未満の小児は免除）

入院1日9年度1,000円
10年度1,100円
11年度1,200円

※住民税非課税世滞で老齢福祉年
金受給者は1日500円期限は撤廃

外来1回500円
（同一保険医療機関等ごとに1月
4回を限度）

外来薬剤上記と同じ内容
（住民税非課税世帯で老齢福祉年
金受給者は免除）

日程

9月13日

(土）

9月20日

(土）

9月27日

(土）

10月4日

(土）

10月11日

(土）

10月18日

(土）

※時間は各日とも午後1時30分から3時10分

講座名

身体のメッセージ

｢ボデイーランゲージについて」

ダンカンダンスの芸術と遺産より

心と体の健康法

YourLanguage，MyLanguage，

OurLanguage

読むこととわかることの心理学

デカルコマニー（合わせ絵）でクリスマス・

カードやバースデー・カードを作ってみよう

文字＝人と人とをつなぐもの
11月1日

(土）

講師（専攻）

川名好裕

(社会心理学）

森田玲子

(舞踊教育学）

末松弘行

(心身医学）

Colin．J・Toms

(英語学）

川崎悪里子

(心理学）

小松省三

(造形教育）

安 藤隆

(教育書道）

弘
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「
『
何
の
因
果
か
わ
か
ら
ぬ
け

や
み

れ
ど
光
り
と
ら
れ
て
闇
ば
か
り
』

と
歌
う
『
試
練
坂
』
は
私
の
半
生

そ
の
も
の
で
す
」
と
語
る
石
嶋
勝

利
さ
ん
。
蛎
歳
の
時
、
網
膜
色
素

変
性
症
と
い
う
病
気
で
視
力
を
完

全
に
失
っ
た
。
失
意
の
ド
ン
底
で
、

こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い

っ
た
ら
い
い
の
か
と
自
問
自
答
を

し
ん
さ
ゅ
う

繰
り
返
し
た
後
、
鍼
灸
・
マ
ッ
サ

ー
ジ
師
と
し
て
新
た
な
人
生
を
切

り
開
く
た
め
、
娼
歳
で
千
葉
県
立

盲
学
校
に
入
学
。
３
年
後
に
「
治

療
院
い
し
じ
ま
」
を
開
業
し
た
。

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
で

も
「
も
う
一
度
、
健
康
な
人
の
中

に
身
を
投
じ
て
み
た
ど
と
い
う

希
望
は
失
わ
ず
、
大
好
き
な
歌
を

心
の
支
え
と
し
た
。
「
昔
は
ゴ
ル

, 鳥学講座を開催第7

テーマ「不思議唾島マダガスカル」
一オオノ､シモズを中心として一

函
視
覚
障
害
乗
り
越
え
歌
手
デ
ビ
ュ
ー

鳥
の
博
物
館
と
山
階
鳥
類
研
究

所
の
共
催
で
、
第
７
回
「
烏
学
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
「
不
思
議
な
島
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
ー
オ
オ
ハ
シ
モ
ズ
を
中

心
と
し
て
１
Ｊ
を
テ
ー
マ
に
ア
フ

リ
カ
大
陸
の
南
東
部
に
位
置
す
る

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
鳥
類
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

識
座
で
は
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の

多
様
な
環
境
に
適
応
す
る
た
め
、

く
ら
ぱ
し

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
職
を
も
つ
オ

フ
や
野
球
を
や
り
ま
し
た
が
、
視

力
を
失
っ
て
も
続
け
ら
れ
た
の
は

歌
だ
け
で
し
た
」
・
治
療
院
が
軌

道
に
乗
り
始
め
た
５
年
前
、
浅
野

た
ろ
う

多
拉
先
生
に
つ
い
て
本
格
的
な
歌

の
レ
ッ
ス
ン
を
開
始
。
実
は
高
校

生
の
頃
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
に
出

場
し
た
実
力
の
持
主
な
の
だ
。

熱
心
に
レ
ッ
ス
ン
を
重
ね
る
う

認
面判

幽拶
処1■■．

●
L醒淳,聖

＃

豊咽 嘘
ザ

零幕篭 FーT
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き
γ
な

ち
、
師
弟
の
枠
を
超
え
た
絆
が
生

ま
れ
、
浅
野
先
生
は
石
嶋
さ
ん
の

生
き
ざ
ま
と
心
情
を
歌
っ
た
『
試

練
坂
』
と
『
笑
い
な
よ
』
を
作
詞

作
曲
し
た
。
「
こ
の
歌
な
ら
、
目

の
不
自
由
な
方
を
多
少
な
り
と
も

励
ま
せ
る
の
で
は
」
と
今
年
５
月

に
Ｃ
Ｄ
と
テ
ー
プ
を
発
売
。
ふ
る

た
ら

さ
と
佐
賀
県
の
多
良
町
（
現
・
太

オ
ハ
シ
モ
ズ
類
の
生
活
が
中
心
に

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
エ
サ
と
な

る
虫
を
引
き
だ
す
た
め
に
、
細
長

い
職
の
上
噛
だ
け
を
樹
の
穴
に
差

し
込
ん
で
食
べ
る
、
ハ
シ
ナ
ガ
オ

オ
ハ
シ
モ
ズ
や
分
厚
い
職
で
カ
メ

レ
オ
ン
を
急
襲
し
て
揃
ら
え
る
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
モ
ズ
な
ど
で
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
遠
い
島

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
自
然
の
多
様
性

に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
第
配
回
鳥
の
博
物
館
企

画
展
「
日
本
の
鳥
」
も
開
催
中
で

す
の
で
ぜ
ひ
、
ご
家
族
、
お
友
達

同
士
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
８
月
詔
日
（
土
）
午
後
１

時
訓
分
か
ら
３
時
鋤
分

▼
場
所
鳥
の
博
物
館

▼
識
師
山
岸
哲
百
本
鳥
学
会

会
長
、
京
都
大
学
大
学
院
教
授
）

▼
定
員
ｍ
人
（
当
日
先
着
順
）

▼
参
加
壷
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
烏
の
博
物
館
垂

（
弱
）
２
２
１
２

5月にr試練坂」「笑いなよ」
のCD｡テープを発売した
いしじましようり

石嶋勝利さん
(湖北台）

し
窯
り
ょ
う
た

良
町
）
に
ち
な
み
「
嶋
良
多
」

と
い
う
芸
名
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

デ
ビ
ュ
ー
後
は
、
市
の
「
あ

や
め
ま
つ
り
」
や
、
千
葉
県
視

覚
障
害
者
協
会
の
カ
ラ
オ
ケ
大

会
に
ゲ
ス
ト
出
演
。
有
線
放
送

で
も
リ
ク
エ
ス
ト
が
増
え
る
な

ど
ま
ず
ま
ず
の
手
ご
た
え
。

「
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
の
は
、

友
人
や
患
者
さ
ん
な
ど
私
を
助

け
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お
か

げ
。
売
り
上
げ
の
一
部
を
、
障

害
者
の
方
に
援
助
さ
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
本
望
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
福
祉
は
助
け
て
く
れ
る
だ

ろ
う
じ
ゃ
な
く
、
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
考
え
互
い
に
手
を
と

り
あ
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
」
と
笑
顔
で
語
る
。
銘
歳
。

楽
し
い
夏
休
み
、
ど
の
よ
う
に

お
過
ご
し
で
す
か
。
市
青
少
年
相

談
員
連
絡
協
議
会
で
は
、
毎
年
恒

例
の
夏
休
み
親
子
映
画
会
を
市
内

各
地
区
で
行
い
ま
す
。

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
、

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

当
日
は
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
や
ジ
ュ
ー
ス
を
配
り
ま
す
の
で

お
楽
し
み
に
。

▼
日
程
・
場
所
下
表
参
照
（
場

所
が
校
庭
の
場
合
、
雨
天
の
時
は

体
育
館
に
変
更
し
ま
す
）

▼
時
間
い
ず
れ
も
午
後
７
時
か

ら
８
時
鋤
分

▼
参
加
費
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
云
（
理
１
１
５
１

ノ

冨
依
跡
親
子
鴎
回
含

割
読
座

受講生募集

文書解

門講

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
邦
楽
演
奏

家
超
人
の
生
演
奏
に
よ
る
、
日
本

舞
踊
の
鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
常
生
活
を
忘
れ
さ
せ
る
、
優

雅
で
あ
で
や
か
な
日
本
舞
踊
の
世

界
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
９
月
型
日
（
且
午
後
１

時
釦
分
開
場
２
時
開
演

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

▼
演
目
。
出
演
者

◎
清
元
「
卯
の
花
」
：
東
路
寿
玲

◎
地
唄
「
雪
」
…
若
柳
三
千
秀

◎
清
元
「
お
祭
り
」
…
藤
間
恵
太

古
文
書
解
読
入
門
講
座
受
謎
生

を
募
集
し
ま
す
。

今
回
は
、
近
世
（
江
戸
時
代
）

に
お
け
る
我
孫
子
と
周
辺
地
域
の

歴
史
を
中
心
と
し
て
、
古
文
書
の

解
読
を
行
い
ま
す
。

古
文
書
を
通
し
て
、
当
時
の
人

び
と
の
生
活
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

朗◎
清
元
「
玉
屋
」
：
・
若
柳
吉
小
町

◎
地
唄
「
鐘
が
岬
」
：
・
板
東
泰
緒

◎
清
元
「
鳥
さ
し
」
・
・
・
藤
間
藤
人

▼
入
場
料
２
０
０
０
円
（
全
席

自
由
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
店
市
民
プ
ラ

ザ
、
エ
イ
プ
ル
ひ
ら
が
、
平
賀
書

店
、
荒
井
書
店
、
ブ
ッ
ク
ス
ス
ズ

キ
、
レ
コ
ー
ド
あ
つ
ぶ
る
、
市
民

会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ
垂

（
配
）
２
１
１
１

▼
日
時
９
月
５
日
、
廻
日
、
四

日
、
妬
日
、
、
月
３
日
の
い
ず
れ

も
金
曜
日
、
午
後
１
時
訓
分
か
ら

３
時
▼
場
所
中
央
公
民
館

▼
講
師
千
葉
忠

▼
定
員
先
着
訓
人

▼
参
加
壷
無
料

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
教
育
委
員
会
市
史
編
さ
ん
室

云
（
妬
）
１
１
５
１
へ

七
月
初
旬
に
ミ
ヤ
コ
グ
サ
が

日
当
た
り
の
よ
い
草
地
で
黄
色
い１
１

あ
、
』

い
□
ｉ
も

ア
し〆一● ②－、

⑭

花
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

葉
は
三
枚
の
小
葉
に
分
か
れ
、

葉
の
つ
け
根
に
は
小
葉
に
似
た
二

た
く
よ
う

枚
の
托
葉
が
つ
い
て
い
ま
す
。
柵
』

ぐ
さ草
と
は
優
雅
な
名
で
す
が
、
京
都

に
沢
山
生
え
て
い
た
こ
と
か
ら
都

草
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
み
や
こ
ぐ
さ
の
名
も
こ
こ
ち
よ

く
ね
こ
ろ
び
い
」
（
大
野
林
火
）え
ぽ

ミ
ヤ
コ
グ
サ
は
花
の
形
が
鳥
帽

▼
日
程
。
内
容
左
表
参
照

▼高齢者文化祭日程

惨 （加者募集 ＊

ミヤコグサ
高齢者文化祭

(まめ科）

ノ

し子
に
似
て
い
る
の
で
烏
帽
子

草
と
も
い
い
ま
す
。

花
の
雄
し
べ
や
雌
し
べ
は
花

び
ら
に
包
ま
れ
、
外
か
ら
は
見

え
ま
せ
ん
。
昆
虫
が
来
て
花
び

ら
に
と
ま
る
と
、
筒
状
に
な
っ

た
下
部
の
花
び
ら
の
間
に
溜
め

ら
れ
た
花
粉
が
穴
か
ら
あ
ふ
れ

出
ま
す
。

雌
し
べ
は
花
粉
が
出
た
後
に

花
の
外
へ
伸
び
出
し
、
昆
虫
の

体
で
こ
す
ら
れ
て
は
じ
め
て
受

精
能
力
を
持
つ
と
い
わ
れ
ま
す
。

花
後
に
は
丸
い
棒
状
に
ふ
く
れ

た
果
実
が
で
き
ま
す
。
果
実
は

熟
す
と
二
つ
に
裂
け
、
燕
が
ね

じ
れ
る
力
で
種
子
を
弾
き
飛
ば

し
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

、

▼
場
所
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
つ
つ
じ
荘
」

▼
時
間
午
前
９
時
鋤
分
か
ら

▼
対
象
市
内
在
住
で
釦
歳
以
上

の
方
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
、
会
長
に
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
般
の
方
は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、

参
加
部
門
を
、
囲
碁
。
将
棋
大
会

参
加
者
は
、
段
・
級
位
を
明
記
し

８
月
塑
日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に

我
孫
子
１
８
５
８
高
齢
者
福
祉
課

云
（
蓮
１
１
１
１
内
線
３
１
０
へ

８
月
瓠
日

へ

日
一

布
佐

布
佐
南
小

体
育
館

「
い
じ
め
っ
こ
ザ
ル
と

正
直
カ
ニ
さ
ん
」

「
幽
霊
屋
敷
」

「
ロ
ト
の
紋
章
」

「
さ
よ
な
ら
カ
バ
く
ん
」

「
ば
け
く
ら
べ
」

「
こ
ぶ
と
り
じ
い
さ
ん
」

「
よ
っ
ち
ゃ
ん
の
不
思

議
な
ク
レ
ヨ
ン
」
ほ
か

※
上
映
作
品
は
、
各
場

所
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

８
月
鯛
日

苓
一

我
孫
子

我
孫
子

第
一
小
校
庭

８
月
”
日

へ

水
…

根
戸
小
校
庭

８
月
妬
日

へ

火
里一全

我
孫
子

第
四
小
校
庭

８
月
妬
日

へ

月
…

並
木
小
校
庭

８
月
瀦
日

へ

土
一

湖
北
台

湖
北
台
西
小

校
庭

８
月
Ⅳ
日

へ

日

新湖

木北

新
木
小
校
庭

日
程

支
部
名

場
所

上
映

作
品

編冊歴?；

鐸乎

９
月
過
日

王
一

｛

展覧会

絵画、書道、写真、生花

手芸、短歌、俳句など ｝
※展覧会は、午前10時から

13日は午前中のみ

囲
碁
・
将
棋
大
会

９
月
⑫
日

苓
…

演芸大会

Ｉ
踊
曲
品
謡
ど

謡
雛

舞
歌
手
民
寸

９
月
ｎ
日

宋
一

日
程

内

容
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I
いではるか

井手陽香ちゃん
（高野山｡1歳3カ月） し日時・場所9月3日(水)午前し曰程・場所10月15日(水)から

10時から正午、中央公民館11月21日(金)の間の11日間、県東

レテーマさあ、これからのボラ葛飾支庁及び福祉施設

ンテイアを考えていこう少定員50人（応募者多数の場合

し講師木原孝久（福祉教育研究は抽選）

会）シ参加費無料（教材費は実費）

P

‐‐

し参加費無料シ申し込み・問い合わせ往復ハ
ふりがな

少問い合わせ中央公民館社会教ガキに、住所、氏名、職業、生年

育ゼミナール盃(82)0515月日、電話番号、返信用ハガキに

q

今ノ
Ｉ

自分の宛名を明記し、9月17日

(水・消印有効）までに〒271松
｜’

’ ’
惨日時・場所8月31日(日)開場戸市小根本7県東葛飾支庁社会福凸曰時・場所8月26日(火)午後布佐南地区まちづくり協議会

rこどもふれあいまつり」 ･･･午後1時、開演…1時30分、湖祉課云047(361)4077へ3時、水道局4階会議室

倖曰時8月24日(日)午前10時か

ら午後3時（雨天決行）

し内容スタンプラリー、ケーム

コーナー、工作教室、子ども劇

伝場所・問い合わせ布佐南近隣

センター念(89)3740

惨問い合わせ教育委員会総務課

陰日時・場所8月23日(土)午後

1時50分から8時45分、柴崎台中

央公園(雨天の場合は24日に順延、

24日が雨天の場合は天王台北近隣

センターで開催）

侵内容子どもみこし､花自動車、

フリーマーケット、ゲーム、大人

みこし、f認漏り、抽選会など

陰問い合わせ天王台北近隣セン

ター壷(82)9988

から3時付、2時から5時まで講習’

惨場所中央学院大学し場所さわやかちば県民プラザ

’ ’
シ日時・内容8月23日(土)午後惨対象・定員市内中小企業の経シ対象者免許の有効起算日が昭

6時30分から9時30分…盆踊り営者および従業員、先着20人和62年9月5日から63年8月31日

伝日時・内容8月23日(土)午後

4時から9時30分･･･模擬店､踊り、

24日(日)午後1時から9時30分:・・

子どもみこし、綱引き大会、模擬

店、踊り（雨天の場合は25日に順

延）

※車での来場はおことわりします。

伝場所・問い合わせ根戸近隣セ

ンター壷(83)5363

’
(85)1111内線505へ必要）

国国国●
伝問い合わせ佐藤盆(84)1773 少申し込み・問い合わせ写真2

枚（縦3琴×横3掌ﾝ）、印鑑、免

許証のコピー（表・裏）を持参し、

腰日時・場所9月14日(日)午前

8時、市民体育館野球場集合（雨

天の場合は15日または21日に延期）

陰種目男子（男女混成チームも

可）

陰参加費1チーム5000円

し申し込み・問い合わせハガキ
ふりがな

にチーム名、代表者の住所､氏名、

電話番号を明記し、8月30日(土・

必着）までに湖北台8の18の4の

203浦川方ソフトボール連盟事務

局毒(88)8946へ

8月21日(木)までに我孫子新田22

’'1 ’
10時15分から午後4時10分、県自個人事業税（第1期分）の納期の7の21小池勇公(82)1015へ

治会館（県庁隣）、参加費無料限は9月1日(月)です。

し日時8月24日(日)午前9時

惨集合場所我湖水路広場（雨天

決行）、参加費無料

し問い合わせ古利根の自然を守
一っらこ

る会土子壷(87)2341

’
I

’
県庁労政課査043(223)2744へので、ぜひご利用ください。※制度の詳細等、詳しくは退職金

圃国回国
※口座振替の申請方法等、詳しく共済組合干葉県支部壷043(246)73

｜

’ ’
シ日時9月2日（火）・9日（火）

午後2時から4時

し場所市民会館
はりは分だかOpg

惨講師針原孝之（二松学舎大学

教授）

し参加費1000円（テキスト代）

し申し込み・問い合わせ電話で

東通林云(82)1828へ

は柏県税事務所電(47)1231へ79へ

’
身体障害者福祉センター
ボランティア養成講座生

1⑰土’
〃市役所閉庁(－部の施設は除く）伝日時・場所9月25日(木)午前

9時受付、市民俸育館

傍種目1チーム5名による2ダ

ブルス1シングルスの団体戦

し参加黄格市内在住の家庭婦人

陽参加蚕1チーム3000円

陵申し込み・問い合わせハガキ
ふりがな

にチーム名、代表者の住所､氏名、

電話番号を明記し、9月3日(水．

必着）までに、つくし野1の22の

30瀬lli純子壷(82)9708'X

虚･少年の日
シ日時8月29日(金)、9月3日

(水)午前10時から午後3時30分

し場所身体障害者福祉センター

し内容脳卒中後遺症を持つ方に

対する介助法など

し定員先着20人

し参加費620円（食事代）

※湖北駅北□より無料送迎バス

（午前9時30分発）を運行します

のでご利用ください。

シ申し込み・問い合わせ電話で

8月22日(金)まで|こ身体障害者福

祉センター壷(88)0141へ

鰯
函
８
月
溺
鰯

’
昭和22年、カスリーン台風によ

り利根川が氾濫し、大きな被害が

出ましだ。今年は、カスリーン台

風から50年。洪水の恐ろしさを再

認識し、日頃の心構えや河川への

理解を深めてもらうため、当時の

様子を撮影しだ写真などを、パネ

ル展示します。ぜひご覧ください。

シ展示期間9月2日(火)から21

日(日)まで（8日、16日は除く）

し場所市民会館（入場無料）

し問い合わせ建設省利掴||下流

工事事務所盆0478(52)6366

|’

|弱鳥憾冒緊鱒暹“
し、10日は午後4時まで）

陰場所市民プラザ（入場無科）

し問い合わせ関云(82)4403

’
し日時8月25日（月）・26日（火）

午前の部･･g時30分から11時30分

午後の部…2時から4時

し場所NEC我孫子事業場

し対象市内在住の小学校1年か

ら3年生と保護者

少定員各回先着9組

惨参加愛無料

＞申し込み・問い合わせ電話で

8月18日(月)から20日(水)午前8

時30分から午後5時までに同事業
わたなべ

場総務課渡部公(85)7021へ

。近隣センター等公共施設利用の

活動などは、優先的に場所が確保

されているものではありません。

’

'1

’

25月
一
火
一
水
一
木
一
金
一
土

｜

’

2時、湖北地区公民館(入場無料）

し内容21世紀の環境問題と我孫

１
１

26し曰程9月27日(土)から28日

(日)までの1泊2日

し場所県立流山青年の家

し内容発声法･合唱実習と器楽・

声楽による鑑賞会など

※日帰りの参加および鑑賞会のみ

の参加も可能（電話連絡が必要）

し対象中学生以上の青少年、合

唱・歌声指導者、弓投の方

し定員先着50人

し参加費3500円

※申し込み方法等、詳しくは県立

流山青年の家盆(59)2004へ
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“これからの
公開

－
３

ホ
ｒ
ムヘルパー養成研修
級課程」受講者 納税は便利な口座振替を

9月1日(月)は、市・県
民税第2期分の納付期限で
す。

忘れずに納めましょう。
なお、口座振替にすると

納め忘れもなく便利です。
ぜひご利用ください。

=収税課B(85)1111＝

あびこ舞台第
r声なき

4回公演
氷像」 定例教育委員会

天王台北近隣センター
1iQ周年『祭』

簿記講座受講生
記の初歩から」

ボート免許更新講習

第20回久寺家通り
納涼盆踊り大会

根戸地区まちづくり協議会
､恨戸ふるさと祭り」

ｿﾌﾄボー ﾙ連詣杯大会

干葉県女性労働問題講座
「雇用・労働フォーラム」

個人諜税の鮒|姉早めに

第65回古利根ウオツチング
｢周辺緑地探検とササ刈り」 建設業退職金共済

制度をご存じですか

｢礁集…万葉0女鳩｣繩

家庭婦人卓球大会

7⑧

18月

19火

20水

21木

22金

23土

Z4e

一日畷当番医＝テレホンサービス

画休日救急歯科診療日=休日救急歯科診畷所(市民会館内)9:00~11:30
－結婚相麟＝社会福祉協餓会10:00～14:00
－家庭の日

・心配ごと相醗＝社会福祉協議会9:00～15:00

雪地域リハビリ教室＝新木近隣センター13:30～15:00
＝市民会館・市民図書館・烏の博物館休館
画つつじ荘・西部福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

－8月26日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

〃法律相麟＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
・市民プラザ休館

画市役所閉庁(－部の施設は除く）

〃日曜当番医＝テレホンサービス

画休日叙急歯科診厩日=休日捌急歯科診僚所(市民会館内)9:00~11:30

ろle
”日曜当番医＝テレホンサービス
”休日敷急歯科診霞日=休日救急歯科諏涌(市民会館内)9:00~11:30

・心配ごと相駿＝布佐市民センター本館9:00～15:00
軍寸也域リハビリ教室＝保健センター13:30～15:00

画･市民会館・市民図璽館・烏の博物館休館
〃市民体育館・つつじ荘・西部福祉センター休館

・法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

”水道料金納入期限＝口座振替日
画つつじ荘・西部福祉センター休館

画9月4日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）
画地域リハビリ教室＝西部福祉センター10:30～12:00

【壷人権相談＝厚生課10:00～15:00

〃行政相談＝市民相談室10:00～12:00

〃市民プラザ休館

彦園罠圧今保険料杣込期限＝11挫振雪円
一一‐■－＝＝＝一一一マーーーマーーーーーーーーー－－

画市役所閉庁(一部の施設は除く）

TONEX50＆
みんなの利根川展

第20回連盟書道展

親子バｿｺﾝ教室参加者

湖北座会創立記念講演会

流山青年の家
｢楽しい音楽のつどい」

全国一斉『馴回焼デー 」

ﾃﾚﾎﾝｻー ピｽ
(日峨当番医・1週間の行野f）

蚤(85)131：

ﾃﾚﾎﾝガｲﾄ゙ 冠(85)500［

ﾌｧｸｽガｲﾄ゙ a(83)600［


